
施工説明付き

保管用

住宅用照明器具 

取扱説明書

(シーリングライト) 

工事店様へ

お客様へ

●リモコン付き



禁止

禁止

必ず守る

必ず守る

必ず守る

分解禁止

必ず守る

平面部
直径780mm以上

安全上のご注意 必ずお守りください

落下によるけがのおそれがあります。

●



禁止

接触禁止

水ぬれ禁止

必ず守る

リモコン受信器

常夜灯

LED
コネクタ

本体

各部のなまえと付属部品 施工する前にまず付属部品をご確認ください

操作方法は、
6～8ページ
参照

リモコン
(1個)

単4形
乾電池
(2本)

リモコン付属部品
リモコン
ボックス
(1個)

リモコン
ボックス用
木ネジ(2本)

フタは、2度引く

照明器具 配線器具

アダプタ（1個）
本体取り付け用付属部品

配線器具
丸型フル引掛
シーリング(1個)

引掛シーリング用
木ネジ(2本)

カバー

カバー取付
位置マーク

 位置合わせ
シール

受け具



×本体がグラグラする ×本体が簡単に回転する

照明器具を取り付ける 安全のため、電源を切ってから行ってください

天井についている配線器具を確認する

上図の場合、正しく取り付けされていないので再度、手順 を行ってください。

天井に右記のような配線器具が付いている場合、
取り付けできます。
→ の作業へ進んでください。

天井からの出しろが
22 mm の配線器具

※必ず壁スイッチと併用してください。

①位置を合わせる

①

②

②カチッと音がするまで
　アダプタを右に回して取り付ける
確認 ボタンを押さずに左に回して

外れないことを確認する

落下してけがのおそれが
あります。

天井からの出しろが
11 mm の配線器具

１

アダプタに本体を押し上げて取り付ける３

本体が正しく取り付けられているか確認する４

天井の配線器具にアダプタを取り付ける２

①

アダプタの本体取り付け位置 アダプタの本体取り付け位置
アダプタのツメ (黒色）が

両方見える
アダプタのツメ (黒色）が

両方見えない

アダプタの▼印とレバー
の位置がずれている×

カチッ,カチッと
2度、音がするまで
押し上げる

カチッと1度、音が
するまで押し上げる

確認

破損して感電のおそれが
あります。

本体を押し上げてもアダプタに取り付かない場合は、
アダプタが正しく取り付けられていません。
→取り付けできない場合は、
　⑴ アダプタを外す
　　　　　
　⑵ 再度、手順 を行う

②

  アダプタに本体の穴を合わせて押し上げる



② コネクタをアダプタに
　 確実に差し込む

① 本体がグラグラしていないか、簡単に回転しないか
　 確認する

本体が簡単に回転しないことを
確認してからカバーを取り付ける

❶カバーを左に約２０度回す
❷カバーを外す

カバーの外しかた

カバーは確実に取り付ける

①本体が落ちないようにしっかりと支え
②レバーを矢印の方向（左右）に広げたまま
③本体をゆっくりと下げて、外す

照明器具を取り外す 安全のため、電源を切ってから行ってください

①ボタンを押しながら
②左に回す

１ コネクタを外す ３ アダプタを外す
①つまみながら
②引いて、外す

２ 本体を外す

コネクタをアダプタに差し込む５

カバーを取り付ける６

確認

① 
　 
　 

③ カバーを、回転が
　 止まるまで右に回す
(回転角度は、最大で約５０度）

② カバーを持ち上げる

④ カバーが右に回転
　 しないことを確認する

カバーの凸部が受け具にはまっ
ていない可能性があります。

確認

　　

⑴ コネクタを外す
　　

⑵ 本体を押し上げる  
　　

⑶ コネクタを差し込む  
　　

⑷ 再度、手順 を行う

×

確認

確認

❷

❶

②

②
①

③

②

②

①

①

カバーの位置合わせシール
を本体のカバー取付位置
マークに合わせる

カバー を軽く下に引
　 っ張って、外れないこ
　 とを確認する

位置合わせシール

カバー取付位置マーク

③

⑤



点 灯 消灯

白い色

全 灯

チャンネル
確定

おやすみ
30分

常夜灯

明るい

暗い暖かい色

1  2  3

チャンネル

各部のはたらき

（蓄光）

（本体）

あかりをつける

必ず「リモコン送信部」を
器具に向けて操作して
ください。

壁スイッチで照明器具を操作する

消灯
壁スイッチ
OFF

壁スイッチ
ON

点灯

前回の「明るさと色」で
点灯します

現在（消す直前）の
「明るさと色」を
記憶して消灯します

点灯・消灯する

壁スイッチを素早く  OFF→ONすると
点灯状態が切り替わります。

１
２

カチッ

カチッ

点灯状態を切り替える

全灯

常夜灯点灯

メモ

リモコン
送信部

2

1

壁スイッチをONにして30秒以内に下記の操作を
行ってください。

チャンネル
確定

点 灯

リモコン受信部



点 灯 消灯

白い色

全 灯 常夜灯

明るい

暗い暖かい色

あかりを切り替える 壁スイッチはONの状態にしてください

リモコン

100%

約50%

約5%
昼光色 昼白色 電球色

「調色ボタン」で光色を調節

節
調
を
さ
る
明
で」
ン
タ
ボ
暗
明
「

全灯

点灯

「点灯ボタン」を押すと、
左図　　 の範囲内であらか
じめ設定した明るさ、光色で
点灯します。（初期設定：昼白
色、明るさ約70％）
設定方法は、　　 下記
「LEDを調光、調色し記憶さ
せる」参照6500K※ 27000K※

「全灯ボタン」を押すと、
昼白色、明るさ100％で点灯

リモコンの「点灯ボタン」、「全灯ボタン」であかりの切り替えができます。
リモコンの「明暗ボタン」、「調色ボタン」で明るさ、光色を調節できます。

●6段階の明るさを調節できます。
●再び左記の操作を行うまでは、
　記憶した明るさで点灯します。
●常夜灯は調色できません。

メモ

常夜灯を調光し記憶させる

リモコンの
「明暗ボタン」で
常夜灯の明るさ
を調節する→記憶

リモコンの
「常夜灯ボタン」
を押し、常夜灯
を点灯させる

②①

常夜灯点灯時に調光操作を行うと、その明るさを記憶します。

●再度、「点灯ボタン」を押すと、記憶した明るさ、色で点灯します。
●「全灯ボタン」を押して明るさや色を調節した場合も「点灯ボタン」に記憶されます。

メモ

LEDを調光、調色し記憶させる

リモコンの「明暗ボタン」で
LEDの明るさを調節する
→記憶

リモコンの「点灯」、
「全灯」のいずれか
のボタンを押し
LEDを点灯させる

②

①

リモコンの「調色ボタン」で
LEDの色を調節する
→記憶

②

調
光

調
色

調光、調色は続けて
調節できます。

LED点灯中に調光、調色操作を行うと、その明るさ、色を「点灯ボタン」に記憶します。

全灯
ボタン

調色
ボタン

明暗
ボタン

点灯
ボタン

白い色

暖かい色

明るい

暗い

点 灯

全 灯

白い色

暖かい色

明るい

暗い点 灯 消灯

白い色

全 灯 常夜灯

明るい

暗い暖かい色

明るい

暗い
常夜灯



チャンネル
確定

おやすみ
30分

1  2  3

チャンネル

（ 　　　　　　　　　　　　  ）

おやすみタイマーをセットする

② ④③

リモコンの「チャンネル確定
ボタン」を押す
→「ピピーッ」と音がして
　設定完了

リモコンの「リモコン送信部」
を器具に向けて

リモコンのフタをスライドさせて
｢チャンネルスイッチ」を希望の
チャンネル(チャンネル１～３）に
合わせる（例：チャンネル２）

フタを
スライド
させる

※1：周囲のリモコン照明器具が壁スイッチONの場合、その器具もチャンネルが切り替わることがあります。

①

チャンネル設定を行う
器具（1台）のみを壁ス
イッチONにする

壁スイッチ
ON

周囲のリモコン照明器具は、
必ず壁スイッチOFFにする※1

複数のリモコン照明器具を操作する 照明器具のチャンネルを変更できます

チャンネル設定でできること

チャンネル1

チャンネル2

チャンネル2
チャンネル1

チャンネル1

チャンネル1

チャンネル1

メモ
本製品以外の照明を操作する場合は、チャンネル設定方法が異なります。ご使用の照明器具の取扱説明書をご覧ください。

チャンネル
確定

おやすみ
30分

1  2  3

チャンネル

リモコンの「リモコン送信部」を器具に向けて、
リモコンの「おやすみタイマーボタン」を押す

メモ

おやすみ
30分

おやすみタイマーをONにすると、30分後に自動消灯を行います。

「ピッ」と音がする

（30分後消灯）
「ピーッ」と音がする

押すごとに切り替わります。

リモコンの便利な使いかた



点 灯 消灯

チャンネル
確定

おやすみ
30分

1  2  3

チャンネル

上記の処置を行っても
現象が続く場合

故障かな？と思ったら 下表に従って点検してください

リモコン
送信部

確認

お手入れについて 安全のため、電源を切ってから行ってください

Ⓒ

Ⓒ

Ⓒ Ⓐ
Ⓐ

Ⓐ
Ⓑ

Ⓑ

リモコン

３

１
２

３
５



ご使用上に関するお知らせ 故障や異常ではありません

【器具自体の留意点】

【周囲の 影 響】

仕様

保証について 点検方法

商品についてのご相談は


